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職
員
の
任
免
・
競
争
試
験

職
員
の
任
免
状
況
は
、
表
１

の
と
お
り
で
す
。
職
員
の
採
用

は
、
競
争
試
験
を
実
施
し
て
行

わ
れ
ま
す
。
19
年
度
は
、
今
後

の
団
塊
世
代
の
退
職
や
欠
員
補

充
な
ど
を
考
慮
し
、
６
人
を
採

用
し
ま
し
た
。
昇
任
な
ど
は
勤

務
成
績
の
評
定
な
ど
を
参
考
に

し
、
内
部
に
設
置
さ
れ
る
任

用
・
懲
戒
審
査
委
員
会
で
の
選

考
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
ま

す
。
19
年
度
は
14
人
の
昇
任
を

行
い
ま
し
た
。
内
訳
は
、
課
長

３
人
、
主
幹
５
人
、
副
主
幹
６

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
降
任
、

転
任
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
職
員
の
退
職
の
内
訳

は
、
60
歳
到
達
に
よ
る
定
年
退

職
２
人
、
早
期
勧
奨
退
職
５

人
、
自
己
都
合
な
ど
に
よ
る
退

職
が
２
人
で
し
た
。

ま
た
、
表
２
の
と
お
り
事
務

職
、
消
防
職
、
保
育
士
、
学
芸

員
の
採
用
試
験
（
平
成
20
年
度

採
用
分
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

合
格
者
は
事
務
職
３
人
、
消
防

職
１
人
、
保
育
士
１
人
、
学
芸

員
１
人
で
、
受
験
者
数
に
対
す

る
競
争
倍
率
は
、
平
均
７
・
３

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
職
の
職
員
数
は
２
６
５

人
と
な
り
、
３
人
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
（
本
年
４
月
１
日
現

在
）

勤
務
時
間
・
休
暇
な
ど

職
員
の
勤
務
時
間
お
よ
び
休

日
の
状
況
は
、
表
３
の
と
お
り

で
す
。
た
だ
し
、
消
防
本
部
や

図
書
館
な
ど
本
庁
以
外
の
勤
務

場
所
で
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る

勤
務
形
態
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。職

員
が
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
休
暇
な
ど
は
、
表
４
の
と

お
り
で
す
。
19
年
中
の
年
次
有

給
休
暇
の
取
得
実
績
は
、
職
員

１
人
当
た
り
10
日
で
し
た
。
病

気
休
暇
は
原
因
や
症
状
ご
と
に

取
得
日
数
が
決
め
ら
れ
て
お

り
、
医
師
の
診
断
に
基
づ
き
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
主

な
特
別
休
暇
は
、
表
４
に
掲
げ

る
と
お
り
で
す
。
介
護
休
暇
お

よ
び
育
児
休
業
は
、
仕
事
と
家

庭
を
両
立
す
る
た
め
の
法
律
の

要
請
に
基
づ
い
て
制
度
化
さ
れ

た
も
の
で
す
。
19
年
中
の
育
児

休
業
取
得
者
は
６
人
、
介
護
休

暇
の
取
得
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。ま

た
、
育
児
休
業
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
19

年
12
月
よ
り
、
新
た
に
育
児
短

時
間
勤
務
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

分
限
・
懲
戒
処
分

分
限
処
分
と
は
、
公
務
能
率

の
維
持
を
目
的
に
職
員
に
対
し

て
な
さ
れ
る
処
分
で
あ
り
、
制

裁
的
意
味
合
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
方
、
懲
戒
処
分
と
は
、

職
員
の
義
務
違
反
に
対
す
る
道

義
的
責
任
を
問
い
、
秩
序
維
持

を
図
る
制
裁
的
処
分
で
す
。
分

限
お
よ
び
懲
戒
処
分
の
具
体
的

な
内
容
は
、
表
５
の
と
お
り
で

す
。
分
限
処
分
を
行
っ
た
事
案

は
、
休
職
が
４
件
、
懲
戒
処
分

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

服
務
義
務

職
員
は
「
全
体
の
奉
仕
者
」

と
し
て
公
共
の
利
益
の
た
め
に

勤
務
し
、
職
務
遂
行
に
当
た
っ

て
は
全
力
で
専
念
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
職

員
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
秘
密

を
守
る
義
務
や
争
議
行
為
の
禁

止
規
定
に
違
反
し
た
場
合
は
、

懲
役
や
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
、

他
の
服
務
義
務
に
違
反
し
た
場

合
で
も
懲
戒
処
分
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
服
務
義
務
違
反
に
よ

り
処
罰
さ
れ
た
事
件
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

職
員
研
修
お
よ
び
勤
務
成
績

の
評
定

毎
年
度
職
員
研
修
計
画
を
策

定
し
、
勤
務
能
率
の
発
揮
お
よ

び
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
研

修
受
講
者
数
は
、
延
べ
６
８
２

名
で
、
研
修
の
内
訳
と
受
講
者

数
は
、
表
６
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
職
員
の
勤
務
の
成
績

を
正
し
く
評
価
し
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
身
分
の
取
扱
い
を

決
定
す
る
た
め
、
職
員
一
人
ひ

と
り
の
勤
務
成
績
を
評
定
し
て

い
ま
す
。
勤
務
評
定
は
全
職
員

を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
こ
の

評
定
結
果
に
基
づ
き
、
昇
任
な

ど
の
判
断
が
さ
れ
ま
す
。

福
利
厚
生
制
度

職
員
の
保
健
、
元
気
回
復
そ

の
他
厚
生
に
関
し
て
適
用
さ
れ

て
い
る
共
済
制
度
は
、
地
方
公

務
員
等
共
済
組
合
法
に
よ
っ
て

兵
庫
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

が
制
度
を
運
用
、
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
職
員
は
（
財
）

兵
庫
県
町
村
職
員
互
助
会
へ
加

入
し
、
福
利
厚
生
の
充
実
を
図

っ
て
お
り
、
こ
の
制
度
の
主
な

内
容
は
、
表
７
の
と
お
り
で

す
。

公
務
災
害
補
償

公
務
災
害
と
認
定
さ
れ
た
件

数
は
２
件
で
、
公
務
中
の
負
傷

の
た
め
療
養
補
償
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

措
置
要
求
・
不
服
申
立
て

公
平
委
員
会
に
対
す
る
勤
務

条
件
に
関
す
る
措
置
要
求
、
不

利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
立

て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
　
　
◇
　
　
◆

以
上
の
ほ
か
、
職
員
数
の
詳

細
や
給
与
に
関
す
る
公
表
は
、

昨
年
12
月
15
日
号
の
町
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課

（
�
７
６
６
・
８
７
０
８
）
へ
。

【表4】 休 暇 等

区 分 内　容

年次休暇

病気休暇

特別休暇

介護休暇

育児休業

○１暦年ごとに2 0日とし、2 0日を超えない範囲内の残日数を次

年に限り繰り越すことができる

○公務上の負傷または疾病、通勤上の負傷または疾病　必要な

期間

○結核性疾患または精神障害　２年の範囲内

○その他の負傷または疾病　1 2 0日の範囲内

○夏季休暇　５日

○産前休暇　出産予定日の８週間前の日から出産の日までの期

間

○産後休暇　出産の翌日から８週間を経過する日までの期間

○親族の死亡　配偶者、父母、子＝1 0日、祖父母＝５日、その

他＝規則に定める日数で、いずれも範囲内の期間

○その他規則に定める休暇がある

○配偶者、父母、子、配偶者の父母などで負傷、疾病または老

齢により日常生活を営むのに支障がある者の介護を行う場合

○連続する２週間以上６カ月以下で必要な期間

○子が３歳に達する日までの期間

区分

計

任　用 退　職

採用

６

昇任

1 4

降任 転任 定年

２

勧奨

５

自己都合・その他

２

【表1】 職員の任免状況 （単位：人）
一
般
会
計
は
、
町
の
基
本
的

な
業
務
を
行
う
た
め
の
会
計

で
、
そ
の
収
入
済
額
は
85
億
５

３
０
４
万
円
で
、
現
計
予
算
に

対
し
て
93
・
５
％
の
収
入
割
合

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な

内
訳
は
、
表
３
の
と
お
り
で

す
。特

別
会
計
は
、
特
定
の
事
業

を
行
う
場
合
に
一
般
の
歳
入
、

歳
出
と
区
分
し
て
経
理
す
る
必

要
が
あ
る
会
計
で
、
執
行
状
況

は
表
５
の
と
お
り
で
す
。
収
入

済
額
の
主
な
も
の
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
が
21
億
８
７

１
８
万
円
（
収
入
割
合
92
・

８
％
）
、
介
護
保
険
特
別
会
計

12
億
６
０
９
３
万
円
（
同
96
・

８
％
）
、
老
人
保
健
特
別
会
計

18
億
７
４
８
１
万
円
（
同
95
・

４
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
支
出
済
額
は
75

億
４
４
５
万
円
で
、
現
計
予
算

に
対
し
て
82
・
０
％
の
支
出
割

合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
内

訳
は
、
表
４
の
と
お
り
で
す
。

特
別
会
計
の
主
な
支
出
済
額

は
、
表
５
の
と
お
り
で
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
21
億
５
７
７

１
万
円
（
支
出
割
合

91
・
５
％
）
、
介
護
保

険
特
別
会
計
11
億
４
６

０
６
万
円
（
同
88
・

０
％
）
、
老
人
保
健
特

別
会
計
18
億
９
４
６
８

万
円
（
同
96
・
４
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
債
は
、
銀
行
な
ど
か
ら
の

借
入
金
で
、
そ
の
債
務
残
高
の

事
業
ご
と
の
内
訳
は
表
１
の
と

お
り
で
す
。
ま
た
、
一
会
計
年

度
内
に
お
い
て
、
歳
計
現
金
が

不
足
し
た
場
合
に
、
支
払
い
資

金
の
不
足
を
補
う
た
め
に
借
り

入
れ
る
一
時
借
入
金
は
、
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

町
が
保
有
す
る
財
産
の
う

ち
、
土
地
は
１
８
６
万
３
４
２

７
㎡
、
建
物
は
延
床
面
積
で
10

万
９
７
５
㎡
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
基
金
の
現
在
高
に
つ

い
て
は
、
表
２
の
と
お
り
で

す
。そ

の
他
、
出
資
・
出
捐
金
が

１
億
４
６
４
３
万
円
、
車
両
に

つ
い
て
は
89
台
（
リ
ー
ス
を
含

む
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
財
政

課
（
�
７
６
６
・
８
７
１
１
）

へ
。

▼
対
象

平
成
18
年
12
月
１
日
か
ら
同
20
年
２
月

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
▼
募
集
人
数

24
人
（
多
数

に
は
６
月
中
に
通
知
し
ま
す
）

▼
申
込

ハ
ガ

の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
・
性
別
・
生
年
月
日
・
住

名
・
電
話
番
号
（
昼
間
に
連
絡
の
と
れ
る
番
号
、

を
記
入
し
、
６
月
10
日
ま
で
に
総
務
課
広
報
担
当

０
２
９
２
住
所
記
入
不
要
、
�
７
６
６
・
８
７
０

★
★
★
★
「
は
い
！
ポ
ー
ズ
」
モ
デ
ル
募

加藤
かとう

央翔
ひろと

くん
１歳3カ月（つつじが丘）

田畑
たばた

優樹
ゆうき

くん
１歳4カ月（白金）

高
齢
に
な
っ
て
も
安
全
に

運
転
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

６
月
29
日
（
日
）

①
午
前
９
時
〜
正
午
、
②
午

後
１
時
〜
同
４
時

▼
と
こ
ろ

大
陽
猪
名
川
自

動
車
学
校

▼
募
集
人
数

各
15
人
（
多

数
抽
選
）

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
65

歳
以
上
の
運
転
免
許
証
所
持

者▼
内
容

①
座
学
（
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
事
故
事
例

な
ど
）

②
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ

ョ
ン
機
器
に

な
ど
の
検
査

を
用
い
た
実
技

▼
講
習
料

無

▼
持
ち
物

筆

申
込
み
・

は
、
６
月
10

で
コ
ミ
ュ
ニ

６
６
・
８
７
８

2008 ＴＥＥＮＳ’ＭＵＳＩＣ　ＦＥＳＴＩＶＡＬ
出演者・運営スタッフ大募集！

音楽が大好きな1 0代の皆さん、イナホールで８

月3 1日に開催するミュージックフェスティバルで

演奏しませんか。運営スタッフも募集中です。

出演者

�グループ ２人以上のグループ（1 0代のメンバ

ーが１人以上いること）※ジャンルは問いません

�募集数 ７グループ（多数抽選）

�出演料 無料

運営スタッフ

�募集人数 先着1 5人（中学生以上）

�仕事内容 プログラム作成・会場設営など

�申込方法 ６月1 3日までに電話・ＦＡＸ・Ｅメ

�とき ６月から翌年３月までの毎月

１回、金曜日（全1 0回）※１講座でも

受講可（６月2 0日、７月４日など）

�ところ 生涯学習センター

�参加費 １回1 , 0 0 0円

�内容 案内状・ハガキの作成、ポス

ターづくり、デジカメ画像の取込み方、

住所録・会計報告の作成など

�対象 町内在住・在勤の1 8歳以上の

《公民館講座》

初心者のためのパソコン広場
参加者募集

シ
ル
バ
ー
安
全
運
転
講
習
会
の
参

区分

分限処分

降　任

免　職

休　職

戒　告

減　給

停　職

免　職

○勤務成績が良くないとき

○心身の故障のため、職務の遂行に支障があり、ま

たはこれに堪えないとき

○上記のほか、その職に必要な適格性を欠くとき

○廃職または過員を生じたとき

○心身の故障のため、長期の休養を要するとき

○刑事事件に関し起訴されたとき

○地方公務員法などまたはこれに基づく条例・規

則・規程に違反したとき

○職務上の義務に違反し、または職務を怠ったとき

○全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった

とき

【表5】 分限および懲戒処分

懲戒処分

種類 内　容

【表7】 福利厚生制度の状況

区分 内　容

共済組合

短期給付＝公務外の病気やケガの治療、出産、死亡、休業、災害時の

給付

○保険給付＝療養の給付、保険外併用療養費、高額療養費など　○休業

給付＝傷病手当金、出産手当金、育児休業手当金など　○災害給付＝弔

慰金、災害見舞金、家族弔慰金

長期給付＝老後の経済生活を支援するための給付

○退職共済年金＝組合員期間が１カ月以上ある場合、一定条件を満たす

ことにより6 5歳から支給（6 5歳未満で受給できる特例あり） ○障害共

済年金・一時金＝組合員が在職中に病気やケガで障害の状態になったと

きに支給　○遺族共済年金＝組合員または組合員であった者が死亡した

とき遺族に支給

福祉事業＝保健、宿泊、貯金、貸付などの各事業

○保健事業＝健康診断助成、保養宿泊施設利用助成など　○宿泊事業＝

共済組合直営施設の利用助成　○貯金事業＝普通貯金の受入れ　○貸付

事業＝普通貸付、住宅貸付、災害貸付、医療貸付、入学・修学貸付など

給付事業＝入院見舞金、家族医療費補助金、弔慰金、家族弔慰金、災

害見舞金、結婚祝金、入学祝金、生涯学習通信講座助成金など
互助会

区　分

事務職

消防職

保育士

学芸員

大卒

身体障害者

－

－

大卒

受験者数

1 2

２

８

９

1 3

4 4

合格者数

２

１

１

１

１

６

【表2】
職員の競争試験の状況 （単位：人）

計

区分

勤務時間

週休日
および休日

内容

○勤務時間　１週間当たり4 0時間

午前８時4 5分～午後５時3 0分

○週休日　土曜日、日曜日

○休日　国民の祝日、1 2月2 9日～１月３日

【表3】 勤務時間および休日

平成 1 9年度における

町の人事行政の運営状況

について、お知らせしま

す。これは、住民の皆さ

んに町職員の任用や競争

試験、勤務時間その他勤

務条件などの情報を正し

く知っていただくために

公表するものです。

平
成
1 9
年
度

人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
公
表

平
成
19
年
度
下
半
期
（
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
）

の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

こ
の
財
政
事
情
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た

税
金
や
、
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
か
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

今
回
お
知
ら
せ
す
る
も
の
は
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
歳
入
の
状
況
、
歳
出
の
執
行
状
況
や
町
税
の

内
訳
、
町
債
の
現
在
高
、
町
有
財
産
の
状
況
で
す
。

財
政
事
情
を
公
表

平成19年度
下半期

財政調整基金

減債基金

環境整備基金

土地開発基金等

流域下水道基金

その他特別会計基金

合　計

1 8億8 , 5 9 2万

1 2億2 , 4 0 7万

1 0億7 , 8 1 5万

1 1億2 , 6 9 1万

2 1億1 , 8 5 3万

3 , 3 6 7万

7 4億6 , 7 2 5万

【表２】 基金の現在高

【表3】 一般会計歳入の収入状況

款

町税

地方交付税

繰入金

繰越金

町債

国・県支出金

使用料及び手数料

寄附金

その他

合　計

収入割合

9 3 . 4 %

9 8 . 0 %

1 5 8 . 0 %

1 0 0 . 0 %

7 2 . 3 %

7 3 . 7 %

9 8 . 7 %

1 0 0 . 0 %

9 0 . 6 %

9 3 . 5 %

【表4】 一般会計歳出の執行状況

款

民生費

教育費

公債費

総務費

土木費

衛生費

その他

合計

国民健康保険

介護保険

老人保健

農業共済

下水道事業

奨学金

合　計

特

別

会

計

一般会計
会計区分

【表5】 平成1 9年度一般会計・特別会計歳入歳出予算の執行状況

収入済額

3 7億4 , 9 3 5万

1 7億2 2 9万

５億2 , 2 6 2万

４億3 , 1 3 5万

４億1 , 1 0 7万

６億8 , 6 5 7万

１億9 , 8 9 1万

5 , 1 2 4万

７億9 , 9 6 4万

8 5億5 , 3 0 4万

現計予算

4 0億1 , 5 3 4万

1 7億3 , 7 8 0万

３億3 , 0 6 7万

４億3 , 1 3 5万

５億6 , 8 4 7万

９億3 , 1 6 5万

２億1 5 9万

5 , 1 2 4万

８億8 , 2 3 0万

9 1億5 , 0 4 1万

支出割合

9 5 . 2 %

6 9 . 2 %

9 9 . 9 %

7 3 . 0 %

7 2 . 0 %

8 3 . 5 %

8 1 . 5 %

8 2 . 0 %

現計予算額

1 8億6 , 5 3 2万

1 8億8 , 8 0 6万

1 2億5 2 4万

1 3億9 , 4 3 7万

1 0億1 , 4 0 6万

８億2 , 6 0 5万

９億5 , 7 3 1万

9 1億5 , 0 4 1万

支出済額

1 7億7 , 5 4 0万

1 3億6 7 8万

1 2億4 2 5万

1 0億1 , 7 5 8万

７億2 , 9 7 4万

６億9 , 0 1 1万

７億8 , 0 5 9万

7 5億4 4 5万

差引

1 0億4 , 8 5 9万

2 , 9 4 7万

１億1 , 4 8 7万

△1 , 9 8 7万

9 5万

△1 , 3 4 4万

1 0 0万

1 1億6 , 1 5 7万

収入済額

8 5億5 , 3 0 4万

2 1億8 , 7 1 8万

1 2億6 , 0 9 3万

1 8億7 , 4 8 1万

2 , 2 5 7万

９億9 , 3 9 1万

4 1 1万

1 4 8億9 , 6 5 5万

現計予算額

9 1億5 , 0 4 1万

2 3億5 , 7 3 9万

1 3億2 6 4万

1 9億6 , 5 5 4万

4 , 5 4 0万

1 0億9 , 3 7 7万

3 7 6万

1 5 9億1 , 8 9 1万

支出済額

7 5億4 4 5万

2 1億5 , 7 7 1万

1 1億4 , 6 0 6万

1 8億9 , 4 6 8万

2 , 1 6 2万

1 0億7 3 5万

3 1 1万

1 3 7億3 , 4 9 8万

臨時財政対策債

一般単独事業

義務教育施設整備事業

減税補てん債

一般廃棄物処理事業

その他事業

下水道事業（特別会計）

合　計

2 5億2 , 1 1 1万

2 3億8 7万

1 6億7 , 3 0 2万

1 2億2 , 0 7 7万

３億3 , 7 2 8万

６億5 , 2 7 0万

8 1億7 , 1 3 3万

1 6 8億7 , 7 0 8万

【表１】 町債の現在高

歳
　
入

歳
　
出

町
債
の
現
在
高

町
有
財
産
の
状
況

�と　き ７月2 7日（日）

１回目：開演＝午後１時

3 0分（開場＝同１時）

２回目：開演＝午後３時

3 0分（開場＝同３時）

�ところ 文化体育館

�入場料 全席指定

前売1 , 5 0 0円

当日1 , 8 0 0円

�販売 ６月５

ミッフィーＳmileコンサート

の催し

区分

基本研修

特別研修

派遣研修

ＯＡ研修

町政調査

研修等

計

1 7

5 6 3

7 0

2 7

５

6 8 2

職員第１・２部研修、監督職研修、管理職研修、

係長役割認識研修、課長役割認識研修、中堅職員

ブラッシュアップ研修

人権研修、接遇研修、人事評価者研修、救急救命

研修、メンタルヘルス研修

行政法研修、民法研修、公務員倫理指導者研修、

接遇指導者研修、政策形成・政策立案研修、プレ

ゼンテーション能力向上研修など

文書作成、表計算、ホームページ作成、プレゼン

テーションにともなうパソコン技能の向上研修

町政調査（危険物火災の対応と安全管理対策、環

境教育等）、自主研修

【表6】 職 員 研 修 の 実 施 状 況

受講延べ人数 内　容

（単位：人）
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職
員
の
任
免
・
競
争
試
験

職
員
の
任
免
状
況
は
、
表
１

の
と
お
り
で
す
。
職
員
の
採
用

は
、
競
争
試
験
を
実
施
し
て
行

わ
れ
ま
す
。
19
年
度
は
、
今
後

の
団
塊
世
代
の
退
職
や
欠
員
補

充
な
ど
を
考
慮
し
、
６
人
を
採

用
し
ま
し
た
。
昇
任
な
ど
は
勤

務
成
績
の
評
定
な
ど
を
参
考
に

し
、
内
部
に
設
置
さ
れ
る
任

用
・
懲
戒
審
査
委
員
会
で
の
選

考
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
ま

す
。
19
年
度
は
14
人
の
昇
任
を

行
い
ま
し
た
。
内
訳
は
、
課
長

３
人
、
主
幹
５
人
、
副
主
幹
６

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
降
任
、

転
任
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
職
員
の
退
職
の
内
訳

は
、
60
歳
到
達
に
よ
る
定
年
退

職
２
人
、
早
期
勧
奨
退
職
５

人
、
自
己
都
合
な
ど
に
よ
る
退

職
が
２
人
で
し
た
。

ま
た
、
表
２
の
と
お
り
事
務

職
、
消
防
職
、
保
育
士
、
学
芸

員
の
採
用
試
験
（
平
成
20
年
度

採
用
分
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

合
格
者
は
事
務
職
３
人
、
消
防

職
１
人
、
保
育
士
１
人
、
学
芸

員
１
人
で
、
受
験
者
数
に
対
す

る
競
争
倍
率
は
、
平
均
７
・
３

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
職
の
職
員
数
は
２
６
５

人
と
な
り
、
３
人
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
（
本
年
４
月
１
日
現

在
）

勤
務
時
間
・
休
暇
な
ど

職
員
の
勤
務
時
間
お
よ
び
休

日
の
状
況
は
、
表
３
の
と
お
り

で
す
。
た
だ
し
、
消
防
本
部
や

図
書
館
な
ど
本
庁
以
外
の
勤
務

場
所
で
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る

勤
務
形
態
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。職

員
が
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
休
暇
な
ど
は
、
表
４
の
と

お
り
で
す
。
19
年
中
の
年
次
有

給
休
暇
の
取
得
実
績
は
、
職
員

１
人
当
た
り
10
日
で
し
た
。
病

気
休
暇
は
原
因
や
症
状
ご
と
に

取
得
日
数
が
決
め
ら
れ
て
お

り
、
医
師
の
診
断
に
基
づ
き
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
主

な
特
別
休
暇
は
、
表
４
に
掲
げ

る
と
お
り
で
す
。
介
護
休
暇
お

よ
び
育
児
休
業
は
、
仕
事
と
家

庭
を
両
立
す
る
た
め
の
法
律
の

要
請
に
基
づ
い
て
制
度
化
さ
れ

た
も
の
で
す
。
19
年
中
の
育
児

休
業
取
得
者
は
６
人
、
介
護
休

暇
の
取
得
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。ま

た
、
育
児
休
業
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
19

年
12
月
よ
り
、
新
た
に
育
児
短

時
間
勤
務
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

分
限
・
懲
戒
処
分

分
限
処
分
と
は
、
公
務
能
率

の
維
持
を
目
的
に
職
員
に
対
し

て
な
さ
れ
る
処
分
で
あ
り
、
制

裁
的
意
味
合
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
方
、
懲
戒
処
分
と
は
、

職
員
の
義
務
違
反
に
対
す
る
道

義
的
責
任
を
問
い
、
秩
序
維
持

を
図
る
制
裁
的
処
分
で
す
。
分

限
お
よ
び
懲
戒
処
分
の
具
体
的

な
内
容
は
、
表
５
の
と
お
り
で

す
。
分
限
処
分
を
行
っ
た
事
案

は
、
休
職
が
４
件
、
懲
戒
処
分

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

服
務
義
務

職
員
は
「
全
体
の
奉
仕
者
」

と
し
て
公
共
の
利
益
の
た
め
に

勤
務
し
、
職
務
遂
行
に
当
た
っ

て
は
全
力
で
専
念
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
職

員
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
秘
密

を
守
る
義
務
や
争
議
行
為
の
禁

止
規
定
に
違
反
し
た
場
合
は
、

懲
役
や
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
、

他
の
服
務
義
務
に
違
反
し
た
場

合
で
も
懲
戒
処
分
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
服
務
義
務
違
反
に
よ

り
処
罰
さ
れ
た
事
件
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

職
員
研
修
お
よ
び
勤
務
成
績

の
評
定

毎
年
度
職
員
研
修
計
画
を
策

定
し
、
勤
務
能
率
の
発
揮
お
よ

び
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
研

修
受
講
者
数
は
、
延
べ
６
８
２

名
で
、
研
修
の
内
訳
と
受
講
者

数
は
、
表
６
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
職
員
の
勤
務
の
成
績

を
正
し
く
評
価
し
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
身
分
の
取
扱
い
を

決
定
す
る
た
め
、
職
員
一
人
ひ

と
り
の
勤
務
成
績
を
評
定
し
て

い
ま
す
。
勤
務
評
定
は
全
職
員

を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
こ
の

評
定
結
果
に
基
づ
き
、
昇
任
な

ど
の
判
断
が
さ
れ
ま
す
。

福
利
厚
生
制
度

職
員
の
保
健
、
元
気
回
復
そ

の
他
厚
生
に
関
し
て
適
用
さ
れ

て
い
る
共
済
制
度
は
、
地
方
公

務
員
等
共
済
組
合
法
に
よ
っ
て

兵
庫
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

が
制
度
を
運
用
、
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
職
員
は
（
財
）

兵
庫
県
町
村
職
員
互
助
会
へ
加

入
し
、
福
利
厚
生
の
充
実
を
図

っ
て
お
り
、
こ
の
制
度
の
主
な

内
容
は
、
表
７
の
と
お
り
で

す
。

公
務
災
害
補
償

公
務
災
害
と
認
定
さ
れ
た
件

数
は
２
件
で
、
公
務
中
の
負
傷

の
た
め
療
養
補
償
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

措
置
要
求
・
不
服
申
立
て

公
平
委
員
会
に
対
す
る
勤
務

条
件
に
関
す
る
措
置
要
求
、
不

利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
立

て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
　
　
◇
　
　
◆

以
上
の
ほ
か
、
職
員
数
の
詳

細
や
給
与
に
関
す
る
公
表
は
、

昨
年
12
月
15
日
号
の
町
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課

（
�
７
６
６
・
８
７
０
８
）
へ
。

【表4】 休 暇 等

区 分 内　容

年次休暇

病気休暇

特別休暇

介護休暇

育児休業

○１暦年ごとに2 0日とし、2 0日を超えない範囲内の残日数を次

年に限り繰り越すことができる

○公務上の負傷または疾病、通勤上の負傷または疾病　必要な

期間

○結核性疾患または精神障害　２年の範囲内

○その他の負傷または疾病　1 2 0日の範囲内

○夏季休暇　５日

○産前休暇　出産予定日の８週間前の日から出産の日までの期

間

○産後休暇　出産の翌日から８週間を経過する日までの期間

○親族の死亡　配偶者、父母、子＝1 0日、祖父母＝５日、その

他＝規則に定める日数で、いずれも範囲内の期間

○その他規則に定める休暇がある

○配偶者、父母、子、配偶者の父母などで負傷、疾病または老

齢により日常生活を営むのに支障がある者の介護を行う場合

○連続する２週間以上６カ月以下で必要な期間

○子が３歳に達する日までの期間

区分

計

任　用 退　職

採用

６

昇任

1 4

降任 転任 定年

２

勧奨

５

自己都合・その他

２

【表1】 職員の任免状況 （単位：人）
一
般
会
計
は
、
町
の
基
本
的

な
業
務
を
行
う
た
め
の
会
計

で
、
そ
の
収
入
済
額
は
85
億
５

３
０
４
万
円
で
、
現
計
予
算
に

対
し
て
93
・
５
％
の
収
入
割
合

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な

内
訳
は
、
表
３
の
と
お
り
で

す
。特

別
会
計
は
、
特
定
の
事
業

を
行
う
場
合
に
一
般
の
歳
入
、

歳
出
と
区
分
し
て
経
理
す
る
必

要
が
あ
る
会
計
で
、
執
行
状
況

は
表
５
の
と
お
り
で
す
。
収
入

済
額
の
主
な
も
の
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
が
21
億
８
７

１
８
万
円
（
収
入
割
合
92
・

８
％
）
、
介
護
保
険
特
別
会
計

12
億
６
０
９
３
万
円
（
同
96
・

８
％
）
、
老
人
保
健
特
別
会
計

18
億
７
４
８
１
万
円
（
同
95
・

４
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
支
出
済
額
は
75

億
４
４
５
万
円
で
、
現
計
予
算

に
対
し
て
82
・
０
％
の
支
出
割

合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
内

訳
は
、
表
４
の
と
お
り
で
す
。

特
別
会
計
の
主
な
支
出
済
額

は
、
表
５
の
と
お
り
で
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
21
億
５
７
７

１
万
円
（
支
出
割
合

91
・
５
％
）
、
介
護
保

険
特
別
会
計
11
億
４
６

０
６
万
円
（
同
88
・

０
％
）
、
老
人
保
健
特

別
会
計
18
億
９
４
６
８

万
円
（
同
96
・
４
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
債
は
、
銀
行
な
ど
か
ら
の

借
入
金
で
、
そ
の
債
務
残
高
の

事
業
ご
と
の
内
訳
は
表
１
の
と

お
り
で
す
。
ま
た
、
一
会
計
年

度
内
に
お
い
て
、
歳
計
現
金
が

不
足
し
た
場
合
に
、
支
払
い
資

金
の
不
足
を
補
う
た
め
に
借
り

入
れ
る
一
時
借
入
金
は
、
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

町
が
保
有
す
る
財
産
の
う

ち
、
土
地
は
１
８
６
万
３
４
２

７
㎡
、
建
物
は
延
床
面
積
で
10

万
９
７
５
㎡
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
基
金
の
現
在
高
に
つ

い
て
は
、
表
２
の
と
お
り
で

す
。そ

の
他
、
出
資
・
出
捐
金
が

１
億
４
６
４
３
万
円
、
車
両
に

つ
い
て
は
89
台
（
リ
ー
ス
を
含

む
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
財
政

課
（
�
７
６
６
・
８
７
１
１
）

へ
。

▼
対
象

平
成
18
年
12
月
１
日
か
ら
同
20
年
２
月

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
▼
募
集
人
数

24
人
（
多
数

に
は
６
月
中
に
通
知
し
ま
す
）

▼
申
込

ハ
ガ

の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
・
性
別
・
生
年
月
日
・
住

名
・
電
話
番
号
（
昼
間
に
連
絡
の
と
れ
る
番
号
、

を
記
入
し
、
６
月
10
日
ま
で
に
総
務
課
広
報
担
当

０
２
９
２
住
所
記
入
不
要
、
�
７
６
６
・
８
７
０

★
★
★
★
「
は
い
！
ポ
ー
ズ
」
モ
デ
ル
募

加藤
かとう

央翔
ひろと

くん
１歳3カ月（つつじが丘）

田畑
たばた

優樹
ゆうき

くん
１歳4カ月（白金）

高
齢
に
な
っ
て
も
安
全
に

運
転
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

６
月
29
日
（
日
）

①
午
前
９
時
〜
正
午
、
②
午

後
１
時
〜
同
４
時

▼
と
こ
ろ

大
陽
猪
名
川
自

動
車
学
校

▼
募
集
人
数

各
15
人
（
多

数
抽
選
）

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
65

歳
以
上
の
運
転
免
許
証
所
持

者▼
内
容

①
座
学
（
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
事
故
事
例

な
ど
）

②
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ

ョ
ン
機
器
に

な
ど
の
検
査

を
用
い
た
実
技

▼
講
習
料

無

▼
持
ち
物

筆

申
込
み
・

は
、
６
月
10

で
コ
ミ
ュ
ニ

６
６
・
８
７
８

2008 ＴＥＥＮＳ’ＭＵＳＩＣ　ＦＥＳＴＩＶＡＬ
出演者・運営スタッフ大募集！

音楽が大好きな1 0代の皆さん、イナホールで８

月3 1日に開催するミュージックフェスティバルで

演奏しませんか。運営スタッフも募集中です。

出演者

�グループ ２人以上のグループ（1 0代のメンバ

ーが１人以上いること）※ジャンルは問いません

�募集数 ７グループ（多数抽選）

�出演料 無料

運営スタッフ

�募集人数 先着1 5人（中学生以上）

�仕事内容 プログラム作成・会場設営など

�申込方法 ６月1 3日までに電話・ＦＡＸ・Ｅメ

�とき ６月から翌年３月までの毎月

１回、金曜日（全1 0回）※１講座でも

受講可（６月2 0日、７月４日など）

�ところ 生涯学習センター

�参加費 １回1 , 0 0 0円

�内容 案内状・ハガキの作成、ポス

ターづくり、デジカメ画像の取込み方、

住所録・会計報告の作成など

�対象 町内在住・在勤の1 8歳以上の

《公民館講座》

初心者のためのパソコン広場
参加者募集

シ
ル
バ
ー
安
全
運
転
講
習
会
の
参

区分

分限処分

降　任

免　職

休　職

戒　告

減　給

停　職

免　職

○勤務成績が良くないとき

○心身の故障のため、職務の遂行に支障があり、ま

たはこれに堪えないとき

○上記のほか、その職に必要な適格性を欠くとき

○廃職または過員を生じたとき

○心身の故障のため、長期の休養を要するとき

○刑事事件に関し起訴されたとき

○地方公務員法などまたはこれに基づく条例・規

則・規程に違反したとき

○職務上の義務に違反し、または職務を怠ったとき

○全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった

とき

【表5】 分限および懲戒処分

懲戒処分

種類 内　容

【表7】 福利厚生制度の状況

区分 内　容

共済組合

短期給付＝公務外の病気やケガの治療、出産、死亡、休業、災害時の

給付

○保険給付＝療養の給付、保険外併用療養費、高額療養費など　○休業

給付＝傷病手当金、出産手当金、育児休業手当金など　○災害給付＝弔

慰金、災害見舞金、家族弔慰金

長期給付＝老後の経済生活を支援するための給付

○退職共済年金＝組合員期間が１カ月以上ある場合、一定条件を満たす

ことにより6 5歳から支給（6 5歳未満で受給できる特例あり） ○障害共

済年金・一時金＝組合員が在職中に病気やケガで障害の状態になったと

きに支給　○遺族共済年金＝組合員または組合員であった者が死亡した

とき遺族に支給

福祉事業＝保健、宿泊、貯金、貸付などの各事業

○保健事業＝健康診断助成、保養宿泊施設利用助成など　○宿泊事業＝

共済組合直営施設の利用助成　○貯金事業＝普通貯金の受入れ　○貸付

事業＝普通貸付、住宅貸付、災害貸付、医療貸付、入学・修学貸付など

給付事業＝入院見舞金、家族医療費補助金、弔慰金、家族弔慰金、災

害見舞金、結婚祝金、入学祝金、生涯学習通信講座助成金など
互助会

区　分

事務職

消防職

保育士

学芸員

大卒

身体障害者

－

－

大卒

受験者数

1 2

２

８

９

1 3

4 4

合格者数

２

１

１

１

１

６

【表2】
職員の競争試験の状況 （単位：人）

計

区分

勤務時間

週休日
および休日

内容

○勤務時間　１週間当たり4 0時間

午前８時4 5分～午後５時3 0分

○週休日　土曜日、日曜日

○休日　国民の祝日、1 2月2 9日～１月３日

【表3】 勤務時間および休日

平成 1 9年度における

町の人事行政の運営状況

について、お知らせしま

す。これは、住民の皆さ

んに町職員の任用や競争

試験、勤務時間その他勤

務条件などの情報を正し

く知っていただくために

公表するものです。

平
成
1 9
年
度

人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
公
表

平
成
19
年
度
下
半
期
（
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
）

の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

こ
の
財
政
事
情
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た

税
金
や
、
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
か
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

今
回
お
知
ら
せ
す
る
も
の
は
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
歳
入
の
状
況
、
歳
出
の
執
行
状
況
や
町
税
の

内
訳
、
町
債
の
現
在
高
、
町
有
財
産
の
状
況
で
す
。

財
政
事
情
を
公
表

平成19年度
下半期

財政調整基金

減債基金

環境整備基金

土地開発基金等

流域下水道基金

その他特別会計基金

合　計

1 8億8 , 5 9 2万

1 2億2 , 4 0 7万

1 0億7 , 8 1 5万

1 1億2 , 6 9 1万

2 1億1 , 8 5 3万

3 , 3 6 7万

7 4億6 , 7 2 5万

【表２】 基金の現在高

【表3】 一般会計歳入の収入状況

款

町税

地方交付税

繰入金

繰越金

町債

国・県支出金

使用料及び手数料

寄附金

その他

合　計

収入割合

9 3 . 4 %

9 8 . 0 %

1 5 8 . 0 %

1 0 0 . 0 %

7 2 . 3 %

7 3 . 7 %

9 8 . 7 %

1 0 0 . 0 %

9 0 . 6 %

9 3 . 5 %

【表4】 一般会計歳出の執行状況

款

民生費

教育費

公債費

総務費

土木費

衛生費

その他

合計

国民健康保険

介護保険

老人保健

農業共済

下水道事業

奨学金

合　計

特

別

会

計

一般会計
会計区分

【表5】 平成1 9年度一般会計・特別会計歳入歳出予算の執行状況

収入済額

3 7億4 , 9 3 5万

1 7億2 2 9万

５億2 , 2 6 2万

４億3 , 1 3 5万

４億1 , 1 0 7万

６億8 , 6 5 7万

１億9 , 8 9 1万

5 , 1 2 4万

７億9 , 9 6 4万

8 5億5 , 3 0 4万

現計予算

4 0億1 , 5 3 4万

1 7億3 , 7 8 0万

３億3 , 0 6 7万

４億3 , 1 3 5万

５億6 , 8 4 7万

９億3 , 1 6 5万

２億1 5 9万

5 , 1 2 4万

８億8 , 2 3 0万

9 1億5 , 0 4 1万

支出割合

9 5 . 2 %

6 9 . 2 %

9 9 . 9 %

7 3 . 0 %

7 2 . 0 %

8 3 . 5 %

8 1 . 5 %

8 2 . 0 %

現計予算額

1 8億6 , 5 3 2万

1 8億8 , 8 0 6万

1 2億5 2 4万

1 3億9 , 4 3 7万

1 0億1 , 4 0 6万

８億2 , 6 0 5万

９億5 , 7 3 1万

9 1億5 , 0 4 1万

支出済額

1 7億7 , 5 4 0万

1 3億6 7 8万

1 2億4 2 5万

1 0億1 , 7 5 8万

７億2 , 9 7 4万

６億9 , 0 1 1万

７億8 , 0 5 9万

7 5億4 4 5万

差引

1 0億4 , 8 5 9万

2 , 9 4 7万

１億1 , 4 8 7万

△1 , 9 8 7万

9 5万

△1 , 3 4 4万

1 0 0万

1 1億6 , 1 5 7万

収入済額

8 5億5 , 3 0 4万

2 1億8 , 7 1 8万

1 2億6 , 0 9 3万

1 8億7 , 4 8 1万

2 , 2 5 7万

９億9 , 3 9 1万

4 1 1万

1 4 8億9 , 6 5 5万

現計予算額

9 1億5 , 0 4 1万

2 3億5 , 7 3 9万

1 3億2 6 4万

1 9億6 , 5 5 4万

4 , 5 4 0万

1 0億9 , 3 7 7万

3 7 6万

1 5 9億1 , 8 9 1万

支出済額

7 5億4 4 5万

2 1億5 , 7 7 1万

1 1億4 , 6 0 6万

1 8億9 , 4 6 8万

2 , 1 6 2万

1 0億7 3 5万

3 1 1万

1 3 7億3 , 4 9 8万

臨時財政対策債

一般単独事業

義務教育施設整備事業

減税補てん債

一般廃棄物処理事業

その他事業

下水道事業（特別会計）

合　計

2 5億2 , 1 1 1万

2 3億8 7万

1 6億7 , 3 0 2万

1 2億2 , 0 7 7万

３億3 , 7 2 8万

６億5 , 2 7 0万

8 1億7 , 1 3 3万

1 6 8億7 , 7 0 8万

【表１】 町債の現在高

歳
　
入

歳
　
出

町
債
の
現
在
高

町
有
財
産
の
状
況

�と　き ７月2 7日（日）

１回目：開演＝午後１時

3 0分（開場＝同１時）

２回目：開演＝午後３時

3 0分（開場＝同３時）

�ところ 文化体育館

�入場料 全席指定

前売1 , 5 0 0円

当日1 , 8 0 0円

�販売 ６月５

ミッフィーＳmileコンサート

の催し

区分

基本研修

特別研修

派遣研修

ＯＡ研修

町政調査

研修等

計

1 7

5 6 3

7 0

2 7

５

6 8 2

職員第１・２部研修、監督職研修、管理職研修、

係長役割認識研修、課長役割認識研修、中堅職員

ブラッシュアップ研修

人権研修、接遇研修、人事評価者研修、救急救命

研修、メンタルヘルス研修

行政法研修、民法研修、公務員倫理指導者研修、

接遇指導者研修、政策形成・政策立案研修、プレ

ゼンテーション能力向上研修など

文書作成、表計算、ホームページ作成、プレゼン

テーションにともなうパソコン技能の向上研修

町政調査（危険物火災の対応と安全管理対策、環

境教育等）、自主研修

【表6】 職 員 研 修 の 実 施 状 況

受講延べ人数 内　容

（単位：人）
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・
競
争
試
験

免
状
況
は
、
表
１

す
。
職
員
の
採
用

験
を
実
施
し
て
行

19
年
度
は
、
今
後

の
退
職
や
欠
員
補

慮
し
、
６
人
を
採

。
昇
任
な
ど
は
勤

定
な
ど
を
参
考
に

設
置
さ
れ
る
任

査
委
員
会
で
の
選

て
決
定
さ
れ
ま

は
14
人
の
昇
任
を

。
内
訳
は
、
課
長

５
人
、
副
主
幹
６

い
ま
す
。
降
任
、

ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
職
員
の
退
職
の
内
訳

は
、
60
歳
到
達
に
よ
る
定
年
退

職
２
人
、
早
期
勧
奨
退
職
５

人
、
自
己
都
合
な
ど
に
よ
る
退

職
が
２
人
で
し
た
。

ま
た
、
表
２
の
と
お
り
事
務

職
、
消
防
職
、
保
育
士
、
学
芸

員
の
採
用
試
験
（
平
成
20
年
度

採
用
分
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

合
格
者
は
事
務
職
３
人
、
消
防

職
１
人
、
保
育
士
１
人
、
学
芸

員
１
人
で
、
受
験
者
数
に
対
す

る
競
争
倍
率
は
、
平
均
７
・
３

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
職
の
職
員
数
は
２
６
５

人
と
な
り
、
３
人
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
（
本
年
４
月
１
日
現

在
）

勤
務
時
間
・
休
暇
な
ど

職
員
の
勤
務
時
間
お
よ
び
休

日
の
状
況
は
、
表
３
の
と
お
り

で
す
。
た
だ
し
、
消
防
本
部
や

図
書
館
な
ど
本
庁
以
外
の
勤
務

場
所
で
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る

勤
務
形
態
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。職

員
が
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
休
暇
な
ど
は
、
表
４
の
と

お
り
で
す
。
19
年
中
の
年
次
有

給
休
暇
の
取
得
実
績
は
、
職
員

１
人
当
た
り
10
日
で
し
た
。
病

気
休
暇
は
原
因
や
症
状
ご
と
に

取
得
日
数
が
決
め
ら
れ
て
お

り
、
医
師
の
診
断
に
基
づ
き
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
主

な
特
別
休
暇
は
、
表
４
に
掲
げ

る
と
お
り
で
す
。
介
護
休
暇
お

よ
び
育
児
休
業
は
、
仕
事
と
家

庭
を
両
立
す
る
た
め
の
法
律
の

要
請
に
基
づ
い
て
制
度
化
さ
れ

た
も
の
で
す
。
19
年
中
の
育
児

休
業
取
得
者
は
６
人
、
介
護
休

暇
の
取
得
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。ま

た
、
育
児
休
業
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
19

年
12
月
よ
り
、
新
た
に
育
児
短

時
間
勤
務
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

分
限
・
懲
戒
処
分

分
限
処
分
と
は
、
公
務
能
率

の
維
持
を
目
的
に
職
員
に
対
し

て
な
さ
れ
る
処
分
で
あ
り
、
制

裁
的
意
味
合
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
方
、
懲
戒
処
分
と
は
、

職
員
の
義
務
違
反
に
対
す
る
道

義
的
責
任
を
問
い
、
秩
序
維
持

を
図
る
制
裁
的
処
分
で
す
。
分

限
お
よ
び
懲
戒
処
分
の
具
体
的

な
内
容
は
、
表
５
の
と
お
り
で

す
。
分
限
処
分
を
行
っ
た
事
案

は
、
休
職
が
４
件
、
懲
戒
処
分

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

服
務
義
務

職
員
は
「
全
体
の
奉
仕
者
」

と
し
て
公
共
の
利
益
の
た
め
に

勤
務
し
、
職
務
遂
行
に
当
た
っ

て
は
全
力
で
専
念
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
職

員
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
秘
密

を
守
る
義
務
や
争
議
行
為
の
禁

止
規
定
に
違
反
し
た
場
合
は
、

懲
役
や
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
、

他
の
服
務
義
務
に
違
反
し
た
場

合
で
も
懲
戒
処
分
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
服
務
義
務
違
反
に
よ

り
処
罰
さ
れ
た
事
件
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

職
員
研
修
お
よ
び
勤
務
成
績

の
評
定

毎
年
度
職
員
研
修
計
画
を
策

定
し
、
勤
務
能
率
の
発
揮
お
よ

び
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
研

修
受
講
者
数
は
、
延
べ
６
８
２

名
で
、
研
修
の
内
訳
と
受
講
者

数
は
、
表
６
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
職
員
の
勤
務
の
成
績

を
正
し
く
評
価
し
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
身
分
の
取
扱
い
を

決
定
す
る
た
め
、
職
員
一
人
ひ

と
り
の
勤
務
成
績
を
評
定
し
て

い
ま
す
。
勤
務
評
定
は
全
職
員

を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
こ
の

評
定
結
果
に
基
づ
き
、
昇
任
な

ど
の
判
断
が
さ
れ
ま
す
。

福
利
厚
生
制
度

職
員
の
保
健
、
元
気
回
復
そ

の
他
厚
生
に
関
し
て
適
用
さ
れ

て
い
る
共
済
制
度
は
、
地
方
公

務
員
等
共
済
組
合
法
に
よ
っ
て

兵
庫
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

が
制
度
を
運
用
、
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
職
員
は
（
財
）

兵
庫
県
町
村
職
員
互
助
会
へ
加

入
し
、
福
利
厚
生
の
充
実
を
図

っ
て
お
り
、
こ
の
制
度
の
主
な

内
容
は
、
表
７
の
と
お
り
で

す
。

公
務
災
害
補
償

公
務
災
害
と
認
定
さ
れ
た
件

数
は
２
件
で
、
公
務
中
の
負
傷

の
た
め
療
養
補
償
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

措
置
要
求
・
不
服
申
立
て

公
平
委
員
会
に
対
す
る
勤
務

条
件
に
関
す
る
措
置
要
求
、
不

利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
立

て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
　
　
◇
　
　
◆

以
上
の
ほ
か
、
職
員
数
の
詳

細
や
給
与
に
関
す
る
公
表
は
、

昨
年
12
月
15
日
号
の
町
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課

（
�
７
６
６
・
８
７
０
８
）
へ
。

【表4】 休 暇 等

区 分 内　容

年次休暇

病気休暇

特別休暇

介護休暇

育児休業

○１暦年ごとに2 0日とし、2 0日を超えない範囲内の残日数を次

年に限り繰り越すことができる

○公務上の負傷または疾病、通勤上の負傷または疾病　必要な

期間

○結核性疾患または精神障害　２年の範囲内

○その他の負傷または疾病　1 2 0日の範囲内

○夏季休暇　５日

○産前休暇　出産予定日の８週間前の日から出産の日までの期

間

○産後休暇　出産の翌日から８週間を経過する日までの期間

○親族の死亡　配偶者、父母、子＝1 0日、祖父母＝５日、その

他＝規則に定める日数で、いずれも範囲内の期間

○その他規則に定める休暇がある

○配偶者、父母、子、配偶者の父母などで負傷、疾病または老

齢により日常生活を営むのに支障がある者の介護を行う場合

○連続する２週間以上６カ月以下で必要な期間

○子が３歳に達する日までの期間

は
、
町
の
基
本
的

う
た
め
の
会
計

入
済
額
は
85
億
５

で
、
現
計
予
算
に

５
％
の
収
入
割
合

ま
す
。
そ
の
主
な

３
の
と
お
り
で

は
、
特
定
の
事
業

に
一
般
の
歳
入
、

し
て
経
理
す
る
必

計
で
、
執
行
状
況

お
り
で
す
。
収
入

も
の
は
、
国
民
健

会
計
が
21
億
８
７

収
入
割
合
92
・

護
保
険
特
別
会
計

12
億
６
０
９
３
万
円
（
同
96
・

８
％
）
、
老
人
保
健
特
別
会
計

18
億
７
４
８
１
万
円
（
同
95
・

４
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
支
出
済
額
は
75

億
４
４
５
万
円
で
、
現
計
予
算

に
対
し
て
82
・
０
％
の
支
出
割

合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
内

訳
は
、
表
４
の
と
お
り
で
す
。

特
別
会
計
の
主
な
支
出
済
額

は
、
表
５
の
と
お
り
で
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
21
億
５
７
７

１
万
円
（
支
出
割
合

91
・
５
％
）
、
介
護
保

険
特
別
会
計
11
億
４
６

０
６
万
円
（
同
88
・

０
％
）
、
老
人
保
健
特

別
会
計
18
億
９
４
６
８

万
円
（
同
96
・
４
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
債
は
、
銀
行
な
ど
か
ら
の

借
入
金
で
、
そ
の
債
務
残
高
の

事
業
ご
と
の
内
訳
は
表
１
の
と

お
り
で
す
。
ま
た
、
一
会
計
年

度
内
に
お
い
て
、
歳
計
現
金
が

不
足
し
た
場
合
に
、
支
払
い
資

金
の
不
足
を
補
う
た
め
に
借
り

入
れ
る
一
時
借
入
金
は
、
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

町
が
保
有
す
る
財
産
の
う

ち
、
土
地
は
１
８
６
万
３
４
２

７
㎡
、
建
物
は
延
床
面
積
で
10

万
９
７
５
㎡
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
基
金
の
現
在
高
に
つ

い
て
は
、
表
２
の
と
お
り
で

す
。そ

の
他
、
出
資
・
出
捐
金
が

１
億
４
６
４
３
万
円
、
車
両
に

つ
い
て
は
89
台
（
リ
ー
ス
を
含

む
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
財
政

課
（
�
７
６
６
・
８
７
１
１
）

へ
。

▼
対
象

平
成
18
年
12
月
１
日
か
ら
同
20
年
２
月
29
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
▼
募
集
人
数

24
人
（
多
数
抽
選

当
選
者

に
は
６
月
中
に
通
知
し
ま
す
）

▼
申
込

ハ
ガ
キ
に
赤
ち
ゃ
ん

の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
・
性
別
・
生
年
月
日
・
住
所
・
両
親
の
氏

名
・
電
話
番
号
（
昼
間
に
連
絡
の
と
れ
る
番
号
、
携
帯
電
話
も
可
）

を
記
入
し
、
６
月
10
日
ま
で
に
総
務
課
広
報
担
当
（
〒
６
６
６
・

０
２
９
２
住
所
記
入
不
要
、
�
７
６
６
・
８
７
０
７
）
へ
。

★
★
★
★
「
は
い
！
ポ
ー
ズ
」
モ
デ
ル
募
集

★
★
★
★

お姉ちゃんと一緒に庭

で砂遊びをするのが大好

き。これからも仲良し姉

弟でいてね。

父　宏・母　葉津満さん

加藤
かとう

央翔
ひろと

くん
１歳3カ月（つつじが丘）

田畑
たばた

優樹
ゆうき

くん
１歳4カ月（白金）

いつも笑顔で家族を癒

してくれるひろとくん

は、わが家の宝物。すく

すく元気に育ってね！

父　行彦・母　奈央さん

高
齢
に
な
っ
て
も
安
全
に

運
転
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

６
月
29
日
（
日
）

①
午
前
９
時
〜
正
午
、
②
午

後
１
時
〜
同
４
時

▼
と
こ
ろ

大
陽
猪
名
川
自

動
車
学
校

▼
募
集
人
数

各
15
人
（
多

数
抽
選
）

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
65

歳
以
上
の
運
転
免
許
証
所
持

者▼
内
容

①
座
学
（
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
事
故
事
例

な
ど
）

②
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ

ョ
ン
機
器
に
よ
る
反
応
時
間

な
ど
の
検
査
　
③
教
習
車
両

を
用
い
た
実
技

▼
講
習
料

無
料

▼
持
ち
物

筆
記
用
具

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
６
月
10
日
ま
で
に
電
話

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
（
�
７

６
６
・
８
７
８
４
）
へ
。

▲講習を受ける参加者

2008 ＴＥＥＮＳ’ＭＵＳＩＣ　ＦＥＳＴＩＶＡＬ
出演者・運営スタッフ大募集！

音楽が大好きな1 0代の皆さん、イナホールで８

月3 1日に開催するミュージックフェスティバルで

演奏しませんか。運営スタッフも募集中です。

出演者

�グループ ２人以上のグループ（1 0代のメンバ

ーが１人以上いること）※ジャンルは問いません

�募集数 ７グループ（多数抽選）

�出演料 無料

運営スタッフ

�募集人数 先着1 5人（中学生以上）

�仕事内容 プログラム作成・会場設営など

�申込方法 ６月1 3日までに電話・ＦＡＸ・Ｅメ

ール　※申込用紙は、町公共施設窓口および町ホ

ームページからダウンロードできます

申込み・問い合わせは、生涯学習課（ �7 6 7－

2 6 0 0・ＦＡＸ7 6 7－2 8 8 0・Ｅメールg a k u s h u @ t o w n .

i n a g a w a . l g . j p）へ。

�とき ６月から翌年３月までの毎月

１回、金曜日（全1 0回）※１講座でも

受講可（６月2 0日、７月４日など）

�ところ 生涯学習センター

�参加費 １回1 , 0 0 0円

�内容 案内状・ハガキの作成、ポス

ターづくり、デジカメ画像の取込み方、

住所録・会計報告の作成など

�対象 町内在住・在勤の1 8歳以上の

人

�募集人数 1 5人程度（先着順）

�その他 受講者はパソコン持参

申込み・問い合わせは、中央公民館

（�7 6 6－8 4 3 2・ＦＡＸ7 6 6－8 3 4 5）へ。

《公民館講座》

初心者のためのパソコン広場
参加者募集

シ
ル
バ
ー
安
全
運
転
講
習
会
の
参
加
者
募
集

区分

分限処分

降　任

免　職

休　職

戒　告

減　給

停　職

免　職

○勤務成績が良くないとき

○心身の故障のため、職務の遂行に支障があり、ま

たはこれに堪えないとき

○上記のほか、その職に必要な適格性を欠くとき

○廃職または過員を生じたとき

○心身の故障のため、長期の休養を要するとき

○刑事事件に関し起訴されたとき

○地方公務員法などまたはこれに基づく条例・規

則・規程に違反したとき

○職務上の義務に違反し、または職務を怠ったとき

○全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった

とき

【表5】 分限および懲戒処分

懲戒処分

種類 内　容

【表7】 福利厚生制度の状況

区分 内　容

共済組合

短期給付＝公務外の病気やケガの治療、出産、死亡、休業、災害時の

給付

○保険給付＝療養の給付、保険外併用療養費、高額療養費など　○休業

給付＝傷病手当金、出産手当金、育児休業手当金など　○災害給付＝弔

慰金、災害見舞金、家族弔慰金

長期給付＝老後の経済生活を支援するための給付

○退職共済年金＝組合員期間が１カ月以上ある場合、一定条件を満たす

ことにより6 5歳から支給（6 5歳未満で受給できる特例あり） ○障害共

済年金・一時金＝組合員が在職中に病気やケガで障害の状態になったと

きに支給　○遺族共済年金＝組合員または組合員であった者が死亡した

とき遺族に支給

福祉事業＝保健、宿泊、貯金、貸付などの各事業

○保健事業＝健康診断助成、保養宿泊施設利用助成など　○宿泊事業＝

共済組合直営施設の利用助成　○貯金事業＝普通貯金の受入れ　○貸付

事業＝普通貸付、住宅貸付、災害貸付、医療貸付、入学・修学貸付など

給付事業＝入院見舞金、家族医療費補助金、弔慰金、家族弔慰金、災

害見舞金、結婚祝金、入学祝金、生涯学習通信講座助成金など
互助会

消防職

保育士

学芸員

身体障害者

－

－

大卒

２

８

９

1 3

4 4

１

１

１

１

６計

区分

勤務時間

週休日
および休日

内容

○勤務時間　１週間当たり4 0時間

午前８時4 5分～午後５時3 0分

○週休日　土曜日、日曜日

○休日　国民の祝日、1 2月2 9日～１月３日

【表3】 勤務時間および休日 んに町職員の任用や競争

試験、勤務時間その他勤

務条件などの情報を正し

く知っていただくために

公表するものです。

1 9
年
度

事
行
政
の
運
営
状
況
を
公
表

成
19
年
度
下
半
期
（
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
）

財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

こ
の
財
政
事
情
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た

金
や
、
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
ど
の
よ
う

使
わ
れ
た
か
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

今
回
お
知
ら
せ
す
る
も
の
は
、
一
般
会
計
と
特
別

計
の
歳
入
の
状
況
、
歳
出
の
執
行
状
況
や
町
税
の

訳
、
町
債
の
現
在
高
、
町
有
財
産
の
状
況
で
す
。

政
事
情
を
公
表

財政調整基金

減債基金

環境整備基金

土地開発基金等

流域下水道基金

その他特別会計基金

合　計

1 8億8 , 5 9 2万

1 2億2 , 4 0 7万

1 0億7 , 8 1 5万

1 1億2 , 6 9 1万

2 1億1 , 8 5 3万

3 , 3 6 7万

7 4億6 , 7 2 5万

【表２】 基金の現在高

【表3】 一般会計歳入の収入状況

款

町税

地方交付税

繰入金

繰越金

町債

国・県支出金

使用料及び手数料

寄附金

その他

合　計

収入割合

9 3 . 4 %

9 8 . 0 %

1 5 8 . 0 %

1 0 0 . 0 %

7 2 . 3 %

7 3 . 7 %

9 8 . 7 %

1 0 0 . 0 %

9 0 . 6 %

9 3 . 5 %

【表4】 一般会計歳出の執行状況

款

民生費

教育費

公債費

総務費

土木費

衛生費

その他

合計

国民健康保険

介護保険

老人保健

農業共済

下水道事業

奨学金

合　計

特

別

会

計

一般会計
会計区分

【表5】 平成1 9年度一般会計・特別会計歳入歳出予算の執行状況

収入済額

3 7億4 , 9 3 5万

1 7億2 2 9万

５億2 , 2 6 2万

４億3 , 1 3 5万

４億1 , 1 0 7万

６億8 , 6 5 7万

１億9 , 8 9 1万

5 , 1 2 4万

７億9 , 9 6 4万

8 5億5 , 3 0 4万

現計予算

4 0億1 , 5 3 4万

1 7億3 , 7 8 0万

３億3 , 0 6 7万

４億3 , 1 3 5万

５億6 , 8 4 7万

９億3 , 1 6 5万

２億1 5 9万

5 , 1 2 4万

８億8 , 2 3 0万

9 1億5 , 0 4 1万

支出割合

9 5 . 2 %

6 9 . 2 %

9 9 . 9 %

7 3 . 0 %

7 2 . 0 %

8 3 . 5 %

8 1 . 5 %

8 2 . 0 %

現計予算額

1 8億6 , 5 3 2万

1 8億8 , 8 0 6万

1 2億5 2 4万

1 3億9 , 4 3 7万

1 0億1 , 4 0 6万

８億2 , 6 0 5万

９億5 , 7 3 1万

9 1億5 , 0 4 1万

支出済額

1 7億7 , 5 4 0万

1 3億6 7 8万

1 2億4 2 5万

1 0億1 , 7 5 8万

７億2 , 9 7 4万

６億9 , 0 1 1万

７億8 , 0 5 9万

7 5億4 4 5万

差引

1 0億4 , 8 5 9万

2 , 9 4 7万

１億1 , 4 8 7万

△1 , 9 8 7万

9 5万

△1 , 3 4 4万

1 0 0万

1 1億6 , 1 5 7万

収入済額

8 5億5 , 3 0 4万

2 1億8 , 7 1 8万

1 2億6 , 0 9 3万

1 8億7 , 4 8 1万

2 , 2 5 7万

９億9 , 3 9 1万

4 1 1万

1 4 8億9 , 6 5 5万

現計予算額

9 1億5 , 0 4 1万

2 3億5 , 7 3 9万

1 3億2 6 4万

1 9億6 , 5 5 4万

4 , 5 4 0万

1 0億9 , 3 7 7万

3 7 6万

1 5 9億1 , 8 9 1万

支出済額

7 5億4 4 5万

2 1億5 , 7 7 1万

1 1億4 , 6 0 6万

1 8億9 , 4 6 8万

2 , 1 6 2万

1 0億7 3 5万

3 1 1万

1 3 7億3 , 4 9 8万

臨時財政対策債

一般単独事業

義務教育施設整備事業

減税補てん債

一般廃棄物処理事業

その他事業

下水道事業（特別会計）

合　計

2 5億2 , 1 1 1万

2 3億8 7万

1 6億7 , 3 0 2万

1 2億2 , 0 7 7万

３億3 , 7 2 8万

６億5 , 2 7 0万

8 1億7 , 1 3 3万

1 6 8億7 , 7 0 8万

【表１】 町債の現在高

　
入

歳
　
出

町
債
の
現
在
高

町
有
財
産
の
状
況

�と　き ７月2 7日（日）

１回目：開演＝午後１時

3 0分（開場＝同１時）

２回目：開演＝午後３時

3 0分（開場＝同３時）

�ところ 文化体育館

�入場料 全席指定

前売1 , 5 0 0円

当日1 , 8 0 0円

�販売 ６月５

日～

問い合わせは、

文化体育館（ �

7 6 6－7 4 0 0）へ。

ミッフィーＳmileコンサート

の催し

区分

基本研修

特別研修

派遣研修

ＯＡ研修

町政調査

研修等

計

1 7

5 6 3

7 0

2 7

５

6 8 2

職員第１・２部研修、監督職研修、管理職研修、

係長役割認識研修、課長役割認識研修、中堅職員

ブラッシュアップ研修

人権研修、接遇研修、人事評価者研修、救急救命

研修、メンタルヘルス研修

行政法研修、民法研修、公務員倫理指導者研修、

接遇指導者研修、政策形成・政策立案研修、プレ

ゼンテーション能力向上研修など

文書作成、表計算、ホームページ作成、プレゼン

テーションにともなうパソコン技能の向上研修

町政調査（危険物火災の対応と安全管理対策、環

境教育等）、自主研修

【表6】 職 員 研 修 の 実 施 状 況

受講延べ人数 内　容

（単位：人）
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・
競
争
試
験

免
状
況
は
、
表
１

す
。
職
員
の
採
用

験
を
実
施
し
て
行

19
年
度
は
、
今
後

の
退
職
や
欠
員
補

慮
し
、
６
人
を
採

。
昇
任
な
ど
は
勤

定
な
ど
を
参
考
に

設
置
さ
れ
る
任

査
委
員
会
で
の
選

て
決
定
さ
れ
ま

は
14
人
の
昇
任
を

。
内
訳
は
、
課
長

５
人
、
副
主
幹
６

い
ま
す
。
降
任
、

ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
職
員
の
退
職
の
内
訳

は
、
60
歳
到
達
に
よ
る
定
年
退

職
２
人
、
早
期
勧
奨
退
職
５

人
、
自
己
都
合
な
ど
に
よ
る
退

職
が
２
人
で
し
た
。

ま
た
、
表
２
の
と
お
り
事
務

職
、
消
防
職
、
保
育
士
、
学
芸

員
の
採
用
試
験
（
平
成
20
年
度

採
用
分
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

合
格
者
は
事
務
職
３
人
、
消
防

職
１
人
、
保
育
士
１
人
、
学
芸

員
１
人
で
、
受
験
者
数
に
対
す

る
競
争
倍
率
は
、
平
均
７
・
３

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
職
の
職
員
数
は
２
６
５

人
と
な
り
、
３
人
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
（
本
年
４
月
１
日
現

在
）

勤
務
時
間
・
休
暇
な
ど

職
員
の
勤
務
時
間
お
よ
び
休

日
の
状
況
は
、
表
３
の
と
お
り

で
す
。
た
だ
し
、
消
防
本
部
や

図
書
館
な
ど
本
庁
以
外
の
勤
務

場
所
で
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る

勤
務
形
態
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。職

員
が
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
休
暇
な
ど
は
、
表
４
の
と

お
り
で
す
。
19
年
中
の
年
次
有

給
休
暇
の
取
得
実
績
は
、
職
員

１
人
当
た
り
10
日
で
し
た
。
病

気
休
暇
は
原
因
や
症
状
ご
と
に

取
得
日
数
が
決
め
ら
れ
て
お

り
、
医
師
の
診
断
に
基
づ
き
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
主

な
特
別
休
暇
は
、
表
４
に
掲
げ

る
と
お
り
で
す
。
介
護
休
暇
お

よ
び
育
児
休
業
は
、
仕
事
と
家

庭
を
両
立
す
る
た
め
の
法
律
の

要
請
に
基
づ
い
て
制
度
化
さ
れ

た
も
の
で
す
。
19
年
中
の
育
児

休
業
取
得
者
は
６
人
、
介
護
休

暇
の
取
得
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。ま

た
、
育
児
休
業
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
19

年
12
月
よ
り
、
新
た
に
育
児
短

時
間
勤
務
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

分
限
・
懲
戒
処
分

分
限
処
分
と
は
、
公
務
能
率

の
維
持
を
目
的
に
職
員
に
対
し

て
な
さ
れ
る
処
分
で
あ
り
、
制

裁
的
意
味
合
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
方
、
懲
戒
処
分
と
は
、

職
員
の
義
務
違
反
に
対
す
る
道

義
的
責
任
を
問
い
、
秩
序
維
持

を
図
る
制
裁
的
処
分
で
す
。
分

限
お
よ
び
懲
戒
処
分
の
具
体
的

な
内
容
は
、
表
５
の
と
お
り
で

す
。
分
限
処
分
を
行
っ
た
事
案

は
、
休
職
が
４
件
、
懲
戒
処
分

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

服
務
義
務

職
員
は
「
全
体
の
奉
仕
者
」

と
し
て
公
共
の
利
益
の
た
め
に

勤
務
し
、
職
務
遂
行
に
当
た
っ

て
は
全
力
で
専
念
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
職

員
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
秘
密

を
守
る
義
務
や
争
議
行
為
の
禁

止
規
定
に
違
反
し
た
場
合
は
、

懲
役
や
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
、

他
の
服
務
義
務
に
違
反
し
た
場

合
で
も
懲
戒
処
分
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
服
務
義
務
違
反
に
よ

り
処
罰
さ
れ
た
事
件
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

職
員
研
修
お
よ
び
勤
務
成
績

の
評
定

毎
年
度
職
員
研
修
計
画
を
策

定
し
、
勤
務
能
率
の
発
揮
お
よ

び
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
研

修
受
講
者
数
は
、
延
べ
６
８
２

名
で
、
研
修
の
内
訳
と
受
講
者

数
は
、
表
６
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
職
員
の
勤
務
の
成
績

を
正
し
く
評
価
し
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
身
分
の
取
扱
い
を

決
定
す
る
た
め
、
職
員
一
人
ひ

と
り
の
勤
務
成
績
を
評
定
し
て

い
ま
す
。
勤
務
評
定
は
全
職
員

を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
こ
の

評
定
結
果
に
基
づ
き
、
昇
任
な

ど
の
判
断
が
さ
れ
ま
す
。

福
利
厚
生
制
度

職
員
の
保
健
、
元
気
回
復
そ

の
他
厚
生
に
関
し
て
適
用
さ
れ

て
い
る
共
済
制
度
は
、
地
方
公

務
員
等
共
済
組
合
法
に
よ
っ
て

兵
庫
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

が
制
度
を
運
用
、
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
職
員
は
（
財
）

兵
庫
県
町
村
職
員
互
助
会
へ
加

入
し
、
福
利
厚
生
の
充
実
を
図

っ
て
お
り
、
こ
の
制
度
の
主
な

内
容
は
、
表
７
の
と
お
り
で

す
。

公
務
災
害
補
償

公
務
災
害
と
認
定
さ
れ
た
件

数
は
２
件
で
、
公
務
中
の
負
傷

の
た
め
療
養
補
償
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

措
置
要
求
・
不
服
申
立
て

公
平
委
員
会
に
対
す
る
勤
務

条
件
に
関
す
る
措
置
要
求
、
不

利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
立

て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
　
　
◇
　
　
◆

以
上
の
ほ
か
、
職
員
数
の
詳

細
や
給
与
に
関
す
る
公
表
は
、

昨
年
12
月
15
日
号
の
町
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課

（
�
７
６
６
・
８
７
０
８
）
へ
。

【表4】 休 暇 等

区 分 内　容

年次休暇

病気休暇

特別休暇

介護休暇

育児休業

○１暦年ごとに2 0日とし、2 0日を超えない範囲内の残日数を次

年に限り繰り越すことができる

○公務上の負傷または疾病、通勤上の負傷または疾病　必要な

期間

○結核性疾患または精神障害　２年の範囲内

○その他の負傷または疾病　1 2 0日の範囲内

○夏季休暇　５日

○産前休暇　出産予定日の８週間前の日から出産の日までの期

間

○産後休暇　出産の翌日から８週間を経過する日までの期間

○親族の死亡　配偶者、父母、子＝1 0日、祖父母＝５日、その

他＝規則に定める日数で、いずれも範囲内の期間

○その他規則に定める休暇がある

○配偶者、父母、子、配偶者の父母などで負傷、疾病または老

齢により日常生活を営むのに支障がある者の介護を行う場合

○連続する２週間以上６カ月以下で必要な期間

○子が３歳に達する日までの期間

は
、
町
の
基
本
的

う
た
め
の
会
計

入
済
額
は
85
億
５

で
、
現
計
予
算
に

５
％
の
収
入
割
合

ま
す
。
そ
の
主
な

３
の
と
お
り
で

は
、
特
定
の
事
業

に
一
般
の
歳
入
、

し
て
経
理
す
る
必

計
で
、
執
行
状
況

お
り
で
す
。
収
入

も
の
は
、
国
民
健

会
計
が
21
億
８
７

収
入
割
合
92
・

護
保
険
特
別
会
計

12
億
６
０
９
３
万
円
（
同
96
・

８
％
）
、
老
人
保
健
特
別
会
計

18
億
７
４
８
１
万
円
（
同
95
・

４
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
支
出
済
額
は
75

億
４
４
５
万
円
で
、
現
計
予
算

に
対
し
て
82
・
０
％
の
支
出
割

合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
内

訳
は
、
表
４
の
と
お
り
で
す
。

特
別
会
計
の
主
な
支
出
済
額

は
、
表
５
の
と
お
り
で
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
21
億
５
７
７

１
万
円
（
支
出
割
合

91
・
５
％
）
、
介
護
保

険
特
別
会
計
11
億
４
６

０
６
万
円
（
同
88
・

０
％
）
、
老
人
保
健
特

別
会
計
18
億
９
４
６
８

万
円
（
同
96
・
４
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
債
は
、
銀
行
な
ど
か
ら
の

借
入
金
で
、
そ
の
債
務
残
高
の

事
業
ご
と
の
内
訳
は
表
１
の
と

お
り
で
す
。
ま
た
、
一
会
計
年

度
内
に
お
い
て
、
歳
計
現
金
が

不
足
し
た
場
合
に
、
支
払
い
資

金
の
不
足
を
補
う
た
め
に
借
り

入
れ
る
一
時
借
入
金
は
、
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

町
が
保
有
す
る
財
産
の
う

ち
、
土
地
は
１
８
６
万
３
４
２

７
㎡
、
建
物
は
延
床
面
積
で
10

万
９
７
５
㎡
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
基
金
の
現
在
高
に
つ

い
て
は
、
表
２
の
と
お
り
で

す
。そ

の
他
、
出
資
・
出
捐
金
が

１
億
４
６
４
３
万
円
、
車
両
に

つ
い
て
は
89
台
（
リ
ー
ス
を
含

む
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
財
政

課
（
�
７
６
６
・
８
７
１
１
）

へ
。

▼
対
象

平
成
18
年
12
月
１
日
か
ら
同
20
年
２
月
29
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
▼
募
集
人
数

24
人
（
多
数
抽
選

当
選
者

に
は
６
月
中
に
通
知
し
ま
す
）

▼
申
込

ハ
ガ
キ
に
赤
ち
ゃ
ん

の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
・
性
別
・
生
年
月
日
・
住
所
・
両
親
の
氏

名
・
電
話
番
号
（
昼
間
に
連
絡
の
と
れ
る
番
号
、
携
帯
電
話
も
可
）

を
記
入
し
、
６
月
10
日
ま
で
に
総
務
課
広
報
担
当
（
〒
６
６
６
・

０
２
９
２
住
所
記
入
不
要
、
�
７
６
６
・
８
７
０
７
）
へ
。

★
★
★
★
「
は
い
！
ポ
ー
ズ
」
モ
デ
ル
募
集

★
★
★
★

お姉ちゃんと一緒に庭

で砂遊びをするのが大好

き。これからも仲良し姉

弟でいてね。

父　宏・母　葉津満さん

加藤
かとう

央翔
ひろと

くん
１歳3カ月（つつじが丘）

田畑
たばた

優樹
ゆうき

くん
１歳4カ月（白金）

いつも笑顔で家族を癒

してくれるひろとくん

は、わが家の宝物。すく

すく元気に育ってね！

父　行彦・母　奈央さん

高
齢
に
な
っ
て
も
安
全
に

運
転
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

６
月
29
日
（
日
）

①
午
前
９
時
〜
正
午
、
②
午

後
１
時
〜
同
４
時

▼
と
こ
ろ

大
陽
猪
名
川
自

動
車
学
校

▼
募
集
人
数

各
15
人
（
多

数
抽
選
）

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
65

歳
以
上
の
運
転
免
許
証
所
持

者▼
内
容

①
座
学
（
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
事
故
事
例

な
ど
）

②
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ

ョ
ン
機
器
に
よ
る
反
応
時
間

な
ど
の
検
査
　
③
教
習
車
両

を
用
い
た
実
技

▼
講
習
料

無
料

▼
持
ち
物

筆
記
用
具

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
６
月
10
日
ま
で
に
電
話

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
（
�
７

６
６
・
８
７
８
４
）
へ
。

▲講習を受ける参加者

2008 ＴＥＥＮＳ’ＭＵＳＩＣ　ＦＥＳＴＩＶＡＬ
出演者・運営スタッフ大募集！

音楽が大好きな1 0代の皆さん、イナホールで８

月3 1日に開催するミュージックフェスティバルで

演奏しませんか。運営スタッフも募集中です。

出演者

�グループ ２人以上のグループ（1 0代のメンバ

ーが１人以上いること）※ジャンルは問いません

�募集数 ７グループ（多数抽選）

�出演料 無料

運営スタッフ

�募集人数 先着1 5人（中学生以上）

�仕事内容 プログラム作成・会場設営など

�申込方法 ６月1 3日までに電話・ＦＡＸ・Ｅメ

ール　※申込用紙は、町公共施設窓口および町ホ

ームページからダウンロードできます

申込み・問い合わせは、生涯学習課（ �7 6 7－

2 6 0 0・ＦＡＸ7 6 7－2 8 8 0・Ｅメールg a k u s h u @ t o w n .

i n a g a w a . l g . j p）へ。

�とき ６月から翌年３月までの毎月

１回、金曜日（全1 0回）※１講座でも

受講可（６月2 0日、７月４日など）

�ところ 生涯学習センター

�参加費 １回1 , 0 0 0円

�内容 案内状・ハガキの作成、ポス

ターづくり、デジカメ画像の取込み方、

住所録・会計報告の作成など

�対象 町内在住・在勤の1 8歳以上の

人

�募集人数 1 5人程度（先着順）

�その他 受講者はパソコン持参

申込み・問い合わせは、中央公民館

（�7 6 6－8 4 3 2・ＦＡＸ7 6 6－8 3 4 5）へ。

《公民館講座》

初心者のためのパソコン広場
参加者募集

シ
ル
バ
ー
安
全
運
転
講
習
会
の
参
加
者
募
集

区分

分限処分

降　任

免　職

休　職

戒　告

減　給

停　職

免　職

○勤務成績が良くないとき

○心身の故障のため、職務の遂行に支障があり、ま

たはこれに堪えないとき

○上記のほか、その職に必要な適格性を欠くとき

○廃職または過員を生じたとき

○心身の故障のため、長期の休養を要するとき

○刑事事件に関し起訴されたとき

○地方公務員法などまたはこれに基づく条例・規

則・規程に違反したとき

○職務上の義務に違反し、または職務を怠ったとき

○全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった

とき

【表5】 分限および懲戒処分

懲戒処分

種類 内　容

【表7】 福利厚生制度の状況

区分 内　容

共済組合

短期給付＝公務外の病気やケガの治療、出産、死亡、休業、災害時の

給付

○保険給付＝療養の給付、保険外併用療養費、高額療養費など　○休業

給付＝傷病手当金、出産手当金、育児休業手当金など　○災害給付＝弔

慰金、災害見舞金、家族弔慰金

長期給付＝老後の経済生活を支援するための給付

○退職共済年金＝組合員期間が１カ月以上ある場合、一定条件を満たす

ことにより6 5歳から支給（6 5歳未満で受給できる特例あり） ○障害共

済年金・一時金＝組合員が在職中に病気やケガで障害の状態になったと

きに支給　○遺族共済年金＝組合員または組合員であった者が死亡した

とき遺族に支給

福祉事業＝保健、宿泊、貯金、貸付などの各事業

○保健事業＝健康診断助成、保養宿泊施設利用助成など　○宿泊事業＝

共済組合直営施設の利用助成　○貯金事業＝普通貯金の受入れ　○貸付

事業＝普通貸付、住宅貸付、災害貸付、医療貸付、入学・修学貸付など

給付事業＝入院見舞金、家族医療費補助金、弔慰金、家族弔慰金、災

害見舞金、結婚祝金、入学祝金、生涯学習通信講座助成金など
互助会

消防職

保育士

学芸員

身体障害者

－

－

大卒

２

８

９

1 3

4 4

１

１

１

１

６計

区分

勤務時間

週休日
および休日

内容

○勤務時間　１週間当たり4 0時間

午前８時4 5分～午後５時3 0分

○週休日　土曜日、日曜日

○休日　国民の祝日、1 2月2 9日～１月３日

【表3】 勤務時間および休日 んに町職員の任用や競争

試験、勤務時間その他勤

務条件などの情報を正し

く知っていただくために

公表するものです。

1 9
年
度

事
行
政
の
運
営
状
況
を
公
表

成
19
年
度
下
半
期
（
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
）

財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

こ
の
財
政
事
情
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た

金
や
、
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
ど
の
よ
う

使
わ
れ
た
か
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

今
回
お
知
ら
せ
す
る
も
の
は
、
一
般
会
計
と
特
別

計
の
歳
入
の
状
況
、
歳
出
の
執
行
状
況
や
町
税
の

訳
、
町
債
の
現
在
高
、
町
有
財
産
の
状
況
で
す
。

政
事
情
を
公
表

財政調整基金

減債基金

環境整備基金

土地開発基金等

流域下水道基金

その他特別会計基金

合　計

1 8億8 , 5 9 2万

1 2億2 , 4 0 7万

1 0億7 , 8 1 5万

1 1億2 , 6 9 1万

2 1億1 , 8 5 3万

3 , 3 6 7万

7 4億6 , 7 2 5万

【表２】 基金の現在高

【表3】 一般会計歳入の収入状況

款

町税

地方交付税

繰入金

繰越金

町債

国・県支出金

使用料及び手数料

寄附金

その他

合　計

収入割合

9 3 . 4 %

9 8 . 0 %

1 5 8 . 0 %

1 0 0 . 0 %

7 2 . 3 %

7 3 . 7 %

9 8 . 7 %

1 0 0 . 0 %

9 0 . 6 %

9 3 . 5 %

【表4】 一般会計歳出の執行状況

款

民生費

教育費

公債費

総務費

土木費

衛生費

その他

合計

国民健康保険

介護保険

老人保健

農業共済

下水道事業

奨学金

合　計

特

別

会

計

一般会計
会計区分

【表5】 平成1 9年度一般会計・特別会計歳入歳出予算の執行状況

収入済額

3 7億4 , 9 3 5万

1 7億2 2 9万

５億2 , 2 6 2万

４億3 , 1 3 5万

４億1 , 1 0 7万

６億8 , 6 5 7万

１億9 , 8 9 1万

5 , 1 2 4万

７億9 , 9 6 4万

8 5億5 , 3 0 4万

現計予算

4 0億1 , 5 3 4万

1 7億3 , 7 8 0万

３億3 , 0 6 7万

４億3 , 1 3 5万

５億6 , 8 4 7万

９億3 , 1 6 5万

２億1 5 9万

5 , 1 2 4万

８億8 , 2 3 0万

9 1億5 , 0 4 1万

支出割合

9 5 . 2 %

6 9 . 2 %

9 9 . 9 %

7 3 . 0 %

7 2 . 0 %

8 3 . 5 %

8 1 . 5 %

8 2 . 0 %

現計予算額

1 8億6 , 5 3 2万

1 8億8 , 8 0 6万

1 2億5 2 4万

1 3億9 , 4 3 7万

1 0億1 , 4 0 6万

８億2 , 6 0 5万

９億5 , 7 3 1万

9 1億5 , 0 4 1万

支出済額

1 7億7 , 5 4 0万

1 3億6 7 8万

1 2億4 2 5万

1 0億1 , 7 5 8万

７億2 , 9 7 4万

６億9 , 0 1 1万

７億8 , 0 5 9万

7 5億4 4 5万

差引

1 0億4 , 8 5 9万

2 , 9 4 7万

１億1 , 4 8 7万

△1 , 9 8 7万

9 5万

△1 , 3 4 4万

1 0 0万

1 1億6 , 1 5 7万

収入済額

8 5億5 , 3 0 4万

2 1億8 , 7 1 8万

1 2億6 , 0 9 3万

1 8億7 , 4 8 1万

2 , 2 5 7万

９億9 , 3 9 1万

4 1 1万

1 4 8億9 , 6 5 5万

現計予算額

9 1億5 , 0 4 1万

2 3億5 , 7 3 9万

1 3億2 6 4万

1 9億6 , 5 5 4万

4 , 5 4 0万

1 0億9 , 3 7 7万

3 7 6万

1 5 9億1 , 8 9 1万

支出済額

7 5億4 4 5万

2 1億5 , 7 7 1万

1 1億4 , 6 0 6万

1 8億9 , 4 6 8万

2 , 1 6 2万

1 0億7 3 5万

3 1 1万

1 3 7億3 , 4 9 8万

臨時財政対策債

一般単独事業

義務教育施設整備事業

減税補てん債

一般廃棄物処理事業

その他事業

下水道事業（特別会計）

合　計

2 5億2 , 1 1 1万

2 3億8 7万

1 6億7 , 3 0 2万

1 2億2 , 0 7 7万

３億3 , 7 2 8万

６億5 , 2 7 0万

8 1億7 , 1 3 3万

1 6 8億7 , 7 0 8万

【表１】 町債の現在高

　
入

歳
　
出

町
債
の
現
在
高

町
有
財
産
の
状
況

�と　き ７月2 7日（日）

１回目：開演＝午後１時

3 0分（開場＝同１時）

２回目：開演＝午後３時

3 0分（開場＝同３時）

�ところ 文化体育館

�入場料 全席指定

前売1 , 5 0 0円

当日1 , 8 0 0円

�販売 ６月５

日～

問い合わせは、

文化体育館（ �

7 6 6－7 4 0 0）へ。

ミッフィーＳmileコンサート

の催し

区分

基本研修

特別研修

派遣研修

ＯＡ研修

町政調査

研修等

計

1 7

5 6 3

7 0

2 7

５

6 8 2

職員第１・２部研修、監督職研修、管理職研修、

係長役割認識研修、課長役割認識研修、中堅職員

ブラッシュアップ研修

人権研修、接遇研修、人事評価者研修、救急救命

研修、メンタルヘルス研修

行政法研修、民法研修、公務員倫理指導者研修、

接遇指導者研修、政策形成・政策立案研修、プレ

ゼンテーション能力向上研修など

文書作成、表計算、ホームページ作成、プレゼン

テーションにともなうパソコン技能の向上研修

町政調査（危険物火災の対応と安全管理対策、環

境教育等）、自主研修

【表6】 職 員 研 修 の 実 施 状 況

受講延べ人数 内　容

（単位：人）
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